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こんな装置です 
 共焦点光学系はピントのあった部分だけを

抽出することができる機能を有しており、本

装置はこの光学系を備えています。レンズの

高さを自動的に変化させながらそれぞれの高

さ位置で抽出した鮮明部分を合成することで、

高度差のある観察対象でもフレアのない全面

鮮明にピントのあった画像を得ることができ

ます。この機能は従来のレーザー顕微鏡と同

じですが、本装置は光源にレーザーではなく

キセノンランプが用いられており、低倍率・

広視野での共焦点三次元観察ができます。さ

らに当研究所の保有しているレーザー顕微鏡

では困難である低倍率での斜面観察なども可

能となっています。また大気圧下での観察が

可能ですので手軽に高倍率観察ができます。              

 図１ ロックウェル硬さ試

 
こんなことができます 
 １．鮮明写真撮影  
 図１は鋼表面のロックウェル硬さ試験圧痕

の撮影例です。この圧痕はすり鉢状にくぼん

でおり通常の顕微鏡では一部だけにピントの

あった写真しか撮影できません。しかし、本

装置を用いれば図のように全てにピントのあ

った鮮明な写真を撮影できます。ただし全て

にピントのあった写真はモノクローム画像の

場合のみです。                              

    図２高度差測定例 

 ２．高度差測定 
 本装置は観察と同時に Z 軸方向(高さ方向)
の情報も取得しますので、三次元的な形状測

定が可能です。図２に高度差測定の例を示し

ます。図中写真中央に示されている水平線部

分の断面形状が図中下のグラフに示されてお

り、このグラフの上で高さや平面距離などを

測定することができます。測定結果はグラフ

直下の表に示されます。また、高度差を測定

するにあたってノイズ除去や水平補正等が必
No.06002 
共焦点顕微鏡
 
験圧痕 

            

 



要となることがありますが、これらの処理は

付属の解析ソフトウェアを使うことで、ある

程度まで対応可能です。 

 
図３ 三次元表示例 

 ３．三次元表示 
 付属の解析ソフトウェアを使うと図３に示

すように形状の三次元表示も可能です。図３

上の画像は三次元表示に鮮明写真を貼り付け

たもので、図３下の画像は三次元形状の等高

線表示です。すなわち、高度の低い部分は青、

高度の高い部分は赤、中間の高度では青から

赤へとグラデーションで表示されます。これ

らの表示法はソフトウェア上で簡単に切り替

えることができます。 
 ４．形状測定 
 観察した形状のおおよその体積や表面積を

測定したいという場合にも付属の解析ソフト

ウェアで対応可能です。図４はその一例です。

この例では塗りつぶした部分(くぼみ部分)の
おおよその体積、表面積、円相当径、最大高

さなどの測定結果を示しています。 
 ５．測定結果出力 
 以上の撮影・測定結果は全て画像ファイル

(JPEG もしくは BMP)として保存できます。
MO または USB メモリをご持参下されば、
撮影・測定結果をお持ち帰りいただけます。 
 
最後に 
 本装置は当所の機器利用制度でご利用いた

だけます。操作に慣れると比較的手軽に高倍

率観察、三次元形状測定などができる装置で

すので是非ご利用下さい。なお、本装置は原

則的に予約制となっております。観察・測定

したい対象が本装置で観察・測定可能である

かの検討も含めまして事前に担当者にご連絡

くださるようお願いいたします。 

型式 レーザーテッ

対物レンズ(視野／μm) ×5(3200)、
解像度 0.20μm(NA
微少寸法測定機能 最小測定単位

表面形状測定機能 最小測定単位
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図４ 形状測定例 
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